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B 34 瓢外に暴露した縫糸の経時変化

和洋女大文家政　　　福田瑛子　○朝山緑子

　目的　繊維製品は太陽光線や風雨忙長時問さらされると、強度低下やその他の性質紅:お

いて劣化を生じることはよく知られて釦1?、繊維についての詳細が報告はがされているが

ヽ縫糸についてはあヽま!)深く検討されていたいよ5であるo

　私達はすでに洗たくによる縫糸の強度低下を調べたが、今回は縫糸を屋外に暴露した経

時変化が、引張特性に及ぼす影響を究明することにしたＯ

　方法　ミ-yン縫糸80番のポリエステル・ナイロン・綿と90番の絹、50番のポリエステル

・ナイロン・綿、20番のポリエステル・ナイa ンを用い、色は白と黒について行った。各

試料をかせ状にとりつけ、家屋の２階ベランダに1984年８月18日よ夕19 85年８月17日まで

の１年間暴露し、そのI*] 1ヵ月ごとに試料をとり込み測定した。とか込んだ試料は65 価R

Ｈデシケータ中に放置後、島津オ一トグラフエM －1 0 0型にて、試長80miii／包lnで引張試

験を行い、切断強伸度、弾性率、仕事量を求めた。

　結果　切断荷重Ｋついては、80番綿縫糸の黒糸の低下が僅少であったが、その他の縫糸

は影響が強く現われたＯ切断伸度は、切断荷重で低下の少次かった80番の綿黒糸と、50番

綿糸の白・黒糸の低下が少憲かったか、それ以外の縫糸は低下が大きく現われたＯ色別で

は、黒色より白色の低下がわずか見られたＯ


